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研
究
ノ
ー
ト
「
文
化
政
治
」
期
の
朝
鮮
語
雑
誌
研
究
奥
田
浩
司
一
は
じ
め
に
（
１
）
一
九
一
〇
年
に
韓
国
併
合
が
お
こ
な
わ
れ
、
朝
鮮
は
日
本
の
統
治
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
植
民
地
政
策
の
過
酷
さ
ゆ
え
に
不
満
が
高
ま
り
、
三
・
一
独
立
運
動
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
一
九
一
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
・
一
独
立
運
動
以
降
、
朝
鮮
総
督
府
は
植
民
地
政
策
を
融
和
政
策
へ
と
転
（
２
）
じ
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
政
治
」
が
「
標
榜
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
表
面
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
文
化
的
な
営
み
が
比
較
的
自
由
と
な
っ
た
こ
と
は
朝
鮮
の
人
々
に
あ
る
種
の
可
能
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
可
能
性
と
は
、
新
聞
・
雑
誌
発
行
の
自
由
度
が
増
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
、「
文
化
政
治
」
期
に
入
る
と
、
日
本
に
留
学
し
て
い
た
朝
鮮
人
青
年
留
学
生
た
ち
を
中
心
と
し
て
、
朝
鮮
語
に
よ
る
機
関
誌
・
同
人
雑
誌
が
数
多
く
創
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
発
刊
・
発
売
場
所
は
、
東
京
に
限
（
３
）
ら
な
い
。
京
城
で
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
東
京
で
発
刊
・
発
売
さ
れ
、
京
城
で
売
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
想
像
さ
れ
る
こ
（
４
）
と
は
、
朝
鮮
語
雑
誌
は
、
朝
鮮
の
青
年
知
識
人
層
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
、
情
報
を
共
有
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
朝
鮮
語
に
よ
る
表
現
が
、
多
く
の
困
難
を
伴
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、「
発
禁
」
に
よ
る
欠
号
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
朝
鮮
語
雑
誌
は
、
植
民
地
下
の
状
況
を
如
実
に
反
映
さ
せ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
「
文
化
政
治
」
期
の
朝
鮮
語
雑
誌
は
、
一
部
の
雑
誌
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
雑
誌
が
短
命
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
記
事
内
容
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
無
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
雑
誌
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
何
か
共
通
す
る
要
素
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
、
一
人
の
執
筆
者
が
複
数
の
雑
誌
に
書
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
雑
誌
間
に
共
通
の
基
盤
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
他
方
、
朝
鮮
語
雑
誌
に
は
、
例
え
ば
白
樺
派
や
『
青
鞜
』
と
の
関
係
の
う
か
が
わ
れ
る
翻
訳
・
評
論
・
小
説
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
日
本
近
代
文
学
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
文
化
政
治
」
期
の
朝
鮮
語
雑
誌
の
研
究
は
、
日
本
近
代
文
学
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
側
面
を
多
―２６―
分
に
備
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
語
雑
誌
の
研
究
は
、
管
見
に
よ
る
か
ぎ
り
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
朝
鮮
語
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
語
雑
誌
研
究
は
、
韓
国
近
代
文
学
草
創
期
の
雑
誌
研
究
と
し
て
、
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
朝
鮮
語
雑
誌
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
韓
国
近
代
文
学
研
究
の
知
見
を
参
照
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
本
研
究
ノ
ー
ト
は
韓
国
近
代
文
学
研
究
の
成
果
を
参
照
し
、
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
雑
誌
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
ひ
と
ま
ず『
現
代
』
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。『
現
代
』
は
、
同
時
代
に
創
刊
さ
れ
た
数
多
く
の
雑
誌
の
中
で
も
、
主
立
っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、『
現
代
』
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
十
分
と
は
言
い
か
ね
る
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
目
次
・
奥
付
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告
し
て
お
き
た
い
。
本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
実
際
に
調
査
し
た
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、『
現
代
』
は
延
世
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
目
次
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
号
に
つ
い
て
だ
け
で
は
あ
る
が
、
ソ
ウ
ル
大
学
附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
注
）
（
１
）「
日
韓
併
合
」
で
は
な
く
、「
韓
国
併
合
」
と
し
た
。
海
野
福
寿
『
韓
国
併
合
』（
一
九
九
五
・
五
岩
波
）
に
よ
れ
ば
「
日
本
が
韓
国
を
併
呑
し
た
併
合
条
約
の
正
式
名
称
は
「
韓
国
併
合
に
関
す
る
条
約
」
で
あ
り
、
当
時
の
新
聞
な
ど
も
多
く
が
「
韓
国
併
合
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
に
く
わ
え
、
国
定
教
科
書
も
ま
た
、
基
本
的
に
は
「
韓
国
併
合
」
だ
っ
た
」（
傍
点
原
文
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
２
）
次
節
で
紹
介
す
る
『
韓
国
雑
誌
概
観
號
別
目
次
集
』（
参
考
文
献
①
）
で
は
、「「
文
化
政
治
」
標
榜
時
代
」
と
す
る
。
（
３
）「
朝
鮮
」「
京
城
」
つ
い
て
は
、
当
時
の
呼
称
を
使
用
し
た
。
（
４
）
本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ら
朝
鮮
語
で
書
か
れ
た
雑
誌
を
朝
鮮
語
雑
誌
と
ひ
と
ま
ず
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
二
参
考
文
献
に
つ
い
て
本
研
究
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
、
主
と
し
て
参
考
に
し
た
文
献
を
以
下
に
記
す
。
①
韓
国
学
資
料
叢
書
第
１
輯『
韓
国
雑
誌
概
観
號
別
目
次
集
』（『
韓
国
雑
誌
概
観
並
び
に
號
別
目
次
集
』）金
根
洙
編
著
一
九
七
三
・
九
永
信
（
ア
カ
デ
ミ
ー
）
韓
国
学
研
究
所
発
行
（
括
弧
内
執
筆
者
訳
）
②
『
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
文
学
の
歴
史
―
一
九
四
五
ま
で
―
』
任
展
彗
一
九
九
四
・
一
法
政
大
学
出
版
局
③
崔
孝
先
「
一
九
四
五
年
以
前
の
在
日
朝
鮮
人
文
学
」『
国
文
学
論
叢
』
二
〇
〇
二
・
三
『
韓
国
雑
誌
概
観
號
別
目
次
集
』
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
簡
単
に
紹
介
し
て
―２７―
お
く
。
本
書
は
、
一
八
九
六
か
ら
一
九
四
五
年
に
か
け
て
の
「
韓
国
雑
誌
」
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
代
区
分
に
そ
っ
て
一
覧
表
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
時
代
状
況
の
簡
単
な
説
明
、
主
だ
っ
た
雑
誌
の
紹
介
、
目
次
等
が
配
さ
れ
て
い
る
。
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
語
雑
誌
研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
依
拠
す
べ
き
文
献
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
時
代
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
時
代
区
分
を
踏
襲
し
た
。
舊
韓
末
（
一
八
九
六
―
一
九
〇
九
末
）
武
断
政
治
時
代
（
一
九
一
〇
―
一
九
一
九
末
）
「
文
化
政
治
」
標
榜
時
代
（
一
九
二
〇
―
一
九
三
六
末
）
（「
前
期
」（
一
九
二
〇
―
一
九
二
九
）「
後
期
」
（
一
九
三
〇
―
一
九
三
六
）
親
日
言
論
強
要
時
代
（
一
九
三
七
―
一
九
四
五
、
八
・
一
五
）
三
『
現
代
』
の
位
置
づ
け
及
び
紹
介
『
韓
国
雑
誌
概
観
號
別
目
次
集
』
に
よ
る
と
、「「
文
化
政
治
」
標
榜
時
代
（
前
期
）」
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
は
一
六
八
種
類
、「「
文
化
政
治
」
標
榜
時
代
（
後
期
）」
で
は
一
五
三
種
類
に
及
ぶ
。
相
当
数
の
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
そ
の
中
で
も
、
主
だ
っ
た
も
の
と
し
て
い
く
つ
か
の
雑
誌
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。「「
文
化
政
治
」
標
榜
時
代
（
前
期
）」
の
「
當
時
重
要
雑
誌
各
論
」（「
当
時
の
重
要
雑
誌
各
論
」）
に
あ
が
っ
て
い
る
も
の
は
三
十
四
種
類
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
『
現
代
』
は
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。
『
現
代
』
に
つ
い
て
、「
當
時
重
要
雑
誌
各
論
」
で
は
次
の
よ
う
に
簡
単
に
解
説
し
て
い
る
。
本
誌
１
９
２
０
１
３１
創
刊
同
年
６
１８
通
巻
６
號
終
刊
、
在
日
本
東
京
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
機
関
誌
編
集
兼
発
行
人
白
南
薫
。
（
拙
訳
／
本
誌
は
１
９
２
０
年
１
月
３１
日
に
創
刊
さ
れ
、
同
年
６
月
１８
日
通
巻
６
号
を
も
っ
て
終
刊
さ
れ
た
東
京
在
住
の
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
そ
の
編
集
兼
発
行
人
は
白
南
薫
で
あ
る
。）
『
現
代
』
は
、
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
の
機
関
誌
で
あ
り
、
東
京
で
発
刊
・
発
売
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
の
機
関
誌
で
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
後
に
若
干
の
検
討
を
加
え
た
。
で
は
、
以
下
に
、
実
際
に
延
世
大
学
図
書
館
に
お
い
て
原
本
を
調
査
し
た
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
確
認
で
き
た
『
現
代
』
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
号
（
一
九
二
〇
・
一
）、
第
二
号
（
同
・
三
）、
第
三
号
（
同
・
三
）、
第
五
号
（
同
・
五
）、
第
六
号
（
同
・
六
）、
第
九
号
（
一
九
二
一
・
二
）。
こ
れ
か
ら
一
号
に
つ
い
て
、
目
次
を
記
し
、
さ
ら
に
若
干
の
解
説
を
加
え
て
い
く
。
目
次
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
原
本
に
忠
実
な
形
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
語
訳
を
付
し
た
も
の
を
別
に
あ
げ
た
。
な
お
、
調
査
に
あ
た
っ
て
、
コ
ピ
ー
、
デ
ジ
カ
メ
撮
影
等
は
許
可
さ
れ
な
か
―２８―
っ
た
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
筆
写
に
よ
っ
て
資
料
ノ
ー
ト
を
作
成
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
出
来
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
も
の
の
、
誤
写
な
ど
の
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
■
第
１
号
１
９
２
０
年
１
月
発
行
【
目
次
】
編
輯
人
（
一
）
現
代
使
命
金
俊
淵
（
二
）
進
化
論
上
霊
魂
不
滅
（
一
）
白
南
薫
（
六
）
識
者
研
究
要
実
際
問
題
（
四
）
秋
峯
（
九
）
現
代
青
年
崔
承
萬
（
一
四
）
労
働
問
題
移
動
朴
勝

（
二
二
）
文
化
宗
教
徐
相
賢
（
二
九
）
（
散
文
）
可
民
（
三
三
）
（
交
友
難
）
高
永
煥
（
三
四
）
聖
誕
暮
鼎
魯
（
三
七
）
極
熊
（
三
八
）
短
詩
三
篇
（
四
二
）
自
然
自
覺
（
小
）
白
岳
（
四
三
）
【
目
次
】（
日
本
語
訳
＊
印
）
（
＊
巻
頭
言
）
編
輯
人
（
一
）
現
代
使
命
（
＊
現
代
の
使
命
）
金
俊
淵
（
二
）
進
化
論
上
霊
魂
不
滅
（
＊
進
化
論
上
か
ら
見
た
霊
魂
の
不
滅
）
白
南
薫
（
六
）
識
者
研
究
要
実
際
問
題
（
＊
識
者
の
研
究
を
要
す
る
実
際
問
題
）
秋
峯
（
九
）
現
代
青
年
崔
承
萬
（
一
四
）
労
働
問
題
移
動
（
＊
労
働
問
題
の
移
動
）
朴
勝

（
二
二
）
文
化
宗
教
（
＊
文
化
と
宗
教
）
徐
相
賢
（
二
九
）
（
＊
二
つ
の
道
）（
散
文
）
可
民
（
三
三
）
（
＊
交
際
の
難
し
さ
）（
交
友
難
）
高
永
煥
（
三
四
）
聖
誕
暮
（
＊
聖
誕
と
歳
暮
）
鼎
魯
（
三
七
）
（
＊
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ケ
ッ
チ
）
極
熊
（
三
八
）
短
詩
三
篇
（
＊
ハ
イ
ネ
）
（
四
二
）
自
然
自
覺
（
小
）（
＊
自
然
の
自
覚
）
白
岳
（
四
三
）
【
奥
付
】
大
正
九
年
一
月
二
十
八
日
印
刷
大
正
九
年
一
月
三
十
一
日
発
行
編
集
兼
発
行
人
東
京
市
神
田
区
西
小
川
町
二
丁
目
五
番
地
白
南
薫
発
行
所
朝
鮮
基
督
青
年
会
印
刷
人
折
坂
友
之
―２９―
横
浜
市
根
岸
町
三
千
二
百
五
十
七
番
地
印
刷
所
福
音
印
刷
合
資
会
社
横
浜
市
山
下
町
百
四
番
地
発
売
所
朝
鮮
京
城
府
堅
志
洞
七
九
永
豊
書
店
徳
昌
書
館
浦
鹽
斯
徳
市
二
一
三
徳
昌
書
館
定
価
表
一
冊
三
十
銭
郵
税
二
銭
半
年
分
一
円
八
十
銭
郵
税
十
二
銭
一
年
分
三
円
五
十
銭
郵
税
二
十
四
銭
■
留
意
点
１
、
表
紙
右
上
に
一
九
二
〇
・
一
月
発
行
と
、
西
暦
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
二
号
以
降
は
、
元
号
で
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
二
号
で
は
、
大
正
九
年
三
月
二
日
発
行
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
号
以
降
に
は
、
大
正
九
年
二
月
十
八
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
と
い
う
記
述
が
加
わ
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
元
号
表
記
は
「
第
三
種
郵
便
物
」
と
し
て
「
認
可
」
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
方
、
そ
の
よ
う
な
現
実
的
な
要
因
は
と
も
か
く
と
し
て
、
創
刊
号
が
西
暦
表
記
で
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
は
、『
現
代
』
同
人
た
ち
の
意
識
の
現
れ
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
元
号
」
は
「
天
皇
制
」
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
表
記
を
拒
ん
で
い
る
と
も
取
れ
る
の
で
あ
る
。
２
、
表
紙
の
裏
面
に
は
、『
創
造
』第
四
号
の
宣
伝
・
目
次
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
目
次
に
は
「
文
藝
対
雑
感
（
評
）
…
極
熊
」（
拙
訳
／
文
藝
に
対
す
る
雑
感
）
と
あ
る
。『
創
造
』
復
刻
版
で
確
認
す
る
と
、
確
か
に
同
評
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
極
熊
」
は
、『
現
代
』『
創
造
』
双
方
の
雑
誌
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
３
、
裏
表
紙
に
は
『
学
之
光
』
第
十
九
号
の
宣
伝
・
目
次
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
目
次
に
は
「
金
俊
淵
、
秋
峯
、
崔
承
萬
、
朴
勝

、
高
永
煥
、
白
岳
」
の
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
執
筆
者
は
、『
現
代
』
創
刊
号
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
六
名
の
執
筆
者
が
、『
学
之
光
』
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
（
た
だ
し
、
実
際
に
『
学
之
光
』
で
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。）
四
白
南
薫
に
つ
い
て
『
現
代
』
の
編
集
兼
発
行
人
で
あ
る
白
南
薫
に
つ
い
て
、
若
干
の
報
告
を
し
て
お
く
。『
一
生
』（
拙
訳
／
私
の
一
生
）（
白
南
薫
著１９７３
.１１
新
現
實
社
／
滋
賀
県
立
大
学
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
の
「
白
南
薫
先
生
年
譜
」
に
よ
る
と
、『
現
代
』
発
行
に
い
た
る
ま
で
の
白
南
薫
の
略
歴
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
八
八
五
年
十
一
月
三
日
黄
海
道
に
生
ま
れ
る
―３０―
一
九
〇
九
年
三
月
日
本
東
京
明
治
学
院
第
二
学
年
入
学
一
九
一
三
年
三
月
同
学
院
卒
業
同
年
九
月
早
稲
田
大
学
豫
科
入
学
一
九
一
四
年
七
月
同
卒
業
同
年
九
月
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
入
学
一
九
一
五
年
九
月
在
日
本
朝
鮮
留
学
生
学
友
会
会
長
一
九
一
六
年
九
月
同
会
長
重
任
一
九
一
七
年
七
月
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
同
年
九
月
在
日
東
京
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
総
務
一
九
二
三
年
一
月
同
辞
任
五
月
晋
州
一
新
高
等
学
校
普
通
学
校
校
長
白
南
薫
は
、
日
本
に
留
学
し
、
明
治
学
院
、
早
稲
田
大
学
に
籍
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。「
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
」
で
は
、「
会
長
」「
総
務
」
を
務
め
て
い
る
。
最
後
に
、
吉
野
作
造
の
言
説
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
吉
野
は
、「
朝
鮮
青
年
問
題
／
朝
鮮
統
治
策
の
覚
醒
を
促
す
」（『
新
人
』
大
九
・
二
、
三
）
と
題
す
る
評
論
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
も
興
味
深
い
こ
と
は
、「
今
日
朝
鮮
人
青
年
会
の
幹
事
と
し
て
指
導
の
任
に
当
つ
て
居
る
白
南
薫
君
は
予
輩
の
親
友
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
吉
野
作
造
と
白
南
薫
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
な
お
、「
朝
鮮
人
青
年
会
」
と
は
、「
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
」
の
こ
と
で
あ
り
『
現
代
』
の
発
行
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
吉
野
は
、
こ
の
評
論
で
、「
一
部
の
噂
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、「
在
京
の
朝
鮮
人
青
年
会
問
題
に
対
す
る
所
謂
当
局
者
の
態
度
」
を
批
判
し
て
い
る
。「
一
部
の
噂
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
青
年
会
問
題
と
い
ふ
の
は
斯
う
で
あ
る
。
東
京
神
田
に
朝
鮮
人
の
基
督
教
青
年
会
の
会
館
と
寄
宿
舎
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
在
留
朝
鮮
人
青
年
学
生
数
百
名
の
唯
一
の
集
会
所
で
あ
り
、
又
随
つ
て
各
種
の
陰
謀
の
策
源
地
に
な
る
。
此
処
を
中
心
と
し
て
在
京
の
青
年
学
生
は
、
上
海
の
所
謂
独
立
政
府
な
る
も
の
と
聯
絡
も
あ
る
や
う
で
あ
る
。
故
に
之
を
撲
滅
し
て
仕
舞
ひ
た
い
と
い
ふ
や
う
な
希
望
を
当
局
者
は
有
つ
て
居
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
吉
野
は
、
こ
の
よ
う
な
「
当
局
」
の
「
統
治
」
へ
の
姿
勢
が
「
蒙
昧
」
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
評
論
で
見
る
限
り
、
吉
野
は
植
民
地
支
配
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
評
論
に
お
け
る
吉
野
の
見
解
は
限
界
を
持
っ
て
い
る
。
他
方
、
吉
野
の
言
説
が
興
味
深
い
の
は
、
当
時
の
「
基
督
教
青
年
会
」
の
あ
り
方
、
な
い
し
は
見
ら
れ
方
が
見
え
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
先
の
一
節
か
ら
分
か
る
の
は
、「
基
督
教
青
年
会
」
は
、「
陰
謀
の
策
源
地
」
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
吉
野
の
次
の
よ
う
な
発
言
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
朝
鮮
人
青
年
会
は
、
噂
の
通
り
、
今
日
ま
で
多
年
の
間
陰
謀
の
策
源
地
と
当
局
か
ら
認
め
ら
れ
て
居
た
。
去
れ
ば
何
か
集
会
が
あ
る
と
其
度
毎
に
、
警
察
の
露
骨
な
る
監
督
を
受
く
る
は
勿
論
、
平
素
に
於
て
も
、
常
に
密
偵
が
其
の
付
近
を
迂
路
つ
い
て
居
る
。
祈
祷
会
な
ど
を
静
か
に
や
つ
て
居
る
場
合
に
す
ら
、
密
偵
が
其
処
に
臨
場
し
て
高
声
で
話
し
合
ひ
、
其
の
静
謐
を
破
る
と
い
―３１―
ふ
や
う
な
無
礼
は
、
予
輩
も
々
聞
い
た
。
そ
こ
で
青
年
会
が
果
し
て
基
督
教
的
修
養
の
場
所
と
い
ふ
正
当
の
目
的
を
超
へ
て
、
各
種
の
不
都
合
な
る
陰
謀
の
策
源
地
に
利
用
さ
れ
て
居
る
と
い
ふ
は
、
一
体
事
実
な
り
や
否
や
と
い
ふ
問
題
が
起
る
。
之
に
対
し
て
予
輩
は
此
の
観
察
が
或
意
味
に
於
て
は
正
し
く
、
又
或
意
味
に
於
て
は
正
し
く
な
い
と
答
へ
る
。
「
基
督
教
青
年
会
」
の
活
動
は
、
官
権
注
視
の
下
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
官
権
の
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
吉
野
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。
或
意
味
に
於
て
正
し
い
と
い
ふ
の
は
、
青
年
会
が
々
独
立
運
動
の
策
源
地
と
な
つ
た
と
い
ふ
事
実
は
疑
ひ
無
い
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
基
督
教
青
年
会
と
い
ふ
こ
と
ゝ
陰
謀
の
震
源
地
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
ゝ
の
間
に
は
、
必
然
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
基
督
教
青
年
会
な
る
が
故
に
必
然
に
陰
謀
の
策
源
地
と
な
つ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
く
し
て
、
朝
鮮
人
の
青
年
学
生
に
取
つ
て
は
、
此
処
の
外
に
集
会
の
場
所
が
無
く
、
青
年
会
は
即
ち
彼
等
が
公
然
集
ま
り
得
る
唯
一
の
場
所
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
自
分
か
ら
陰
謀
の
策
源
地
と
な
つ
た
ま
で
の
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、「
基
督
教
青
年
会
」
が
「
独
立
運
動
の
策
源
地
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
吉
野
は
、
白
南
薫
と
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、「
基
督
教
青
年
会
」
の
内
実
に
は
あ
る
程
度
通
じ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
基
督
教
青
年
会
」
が
、
朝
鮮
の
留
学
生
た
ち
が
「
独
立
運
動
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
の
無
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。さ
ら
に
吉
野
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
人
に
よ
つ
て
は
、
朝
鮮
人
青
年
学
生
が
全
部
斯
る
不
穏
の
挙
動
に
出
づ
る
の
で
は
な
く
、
極
く
少
数
の
者
が
誰
か
の
煽
動
に
因
つ
て
や
る
の
だ
な
ど
ゝ
楽
観
す
る
も
の
も
あ
る
。
併
し
な
が
ら
余
輩
の
観
る
所
に
依
れ
ば
、
直
接
積
極
的
に
之
に
関
は
る
者
は
或
は
夫
れ
程
多
数
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
受
動
的
に
之
に
関
係
す
る
も
の
若
く
は
少
く
と
も
之
に
同
情
共
鳴
す
る
も
の
を
算
へ
る
な
ら
ば
、
殆
ん
ど
全
部
が
皆
其
の
仲
間
で
あ
る
と
い
つ
て
宜
か
ら
う
。
一
人
も
残
ら
ず
十
人
が
十
人
ま
で
同
じ
や
う
な
こ
と
を
考
へ
て
居
る
と
い
ふ
の
が
、
抑
も
ど
う
い
ふ
訳
か
。
之
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
吉
野
の
発
言
か
ら
、
確
認
で
き
る
こ
と
は
、「
朝
鮮
人
青
年
学
生
」
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
不
穏
の
挙
動
」
を
支
持
し
て
い
た
事
で
あ
る
。「
基
督
教
青
年
会
」
は
そ
の
「
会
合
」
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
基
督
教
青
年
会
」
の
中
心
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の
が
、
白
南
薫
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
吉
野
は
、「
白
君
の
如
き
温
厚
な
る
紳
士
か
幹
事
の
地
位
に
居
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
又
青
年
学
生
の
元
気
を
過
度
に
奔
放
な
ら
し
め
ざ
る
所
以
の
息
抜
」
と
な
る
か
ら
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
吉
野
か
ら
す
れ
ば
、
白
南
薫
は
、
む
し
ろ
「
独
立
運
動
」
を
過
激
に
さ
せ
な
い
た
め
の
安
全
弁
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
は
た
し
て
吉
野
の
見
方
が
正
確
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
―３２―
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
ひ
と
ま
ず
言
い
得
る
こ
と
は
、『
現
代
』
は
「
朝
鮮
基
督
青
年
会
」
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
り
、
だ
と
す
れ
ば
、『
現
代
』
の
背
景
に
は
「
独
立
運
動
」
に
対
す
る
「
朝
鮮
人
留
学
生
」
の
思
い
が
息
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
現
代
』
の
執
筆
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
貫
い
て
い
る
も
の
は
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
朝
鮮
の
独
立
を
希
求
し
て
や
ま
な
い
若
い
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
精
神
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、『
現
代
』
を
読
み
解
く
こ
と
の
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
研
究
は
端
緒
に
付
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
も
、
文
化
政
治
期
の
朝
鮮
語
雑
誌
の
紹
介
に
務
め
つ
つ
、
日
韓
・
韓
日
の
交
流
す
る
場
に
光
を
当
て
て
い
き
た
い
。
（
注
）
引
用
に
さ
い
し
て
、
旧
字
体
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。
付
記
本
稿
は
、
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
「１９１０
－
１９３０
〈
日
韓
・
韓
日
〉
文
学
交
流
の
歴
史
―
〈
移
入
〉
と
い
う
視
座
か
ら
―
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
―３３―
